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１． まえがき 
物体検出とは, 画像の中から定められた物体の種類, 位

置を正確に特定するタスクである. 本稿では, 動画を用い

た物体予測検出手法を提案する . 物体予測検出  (future 
object detection) とは, 過去のフレームから将来の物体の種

類, 位置を特定するタスクである[1]. 物体予測検出では, 
将来の物体の動向を把握することができるため, 危険予測

などに応用できる . 提案手法では動画物体検出手法の

YOLOV[2]を予測用に修正し , 動画予測モデルである

SimVP[3]の構造を付加することにより, 時系列情報の取得

を可能としている. 

2 ．提案手法  
物体予測検出とは, t = 1からt = Tまでの過去のフレーム 

{𝐈!}!"#$ を物体検出モデル F の入力として, 将来の物体の位

置, 信頼度, クラス予測確率を含んだベクトル𝐎$%&を出力

するタスクである. この物体検出モデル F は, 時刻t = Tか
らt = 	τまでの物体予測検出モデルであり, 式(1)のように定

式化できる. 
 

𝐎$%& = 𝐅(I#, I', I(, ⋯ , I$) 
 
本稿では, 簡単のためにT = 3, τ = 3として, 過去 3 フレー

ムから将来の３フレームに存在する物体情報を推定する. 
物体予測検出手法として, 動画物体検出手法の YOLOV を

利用する. YOLOV は事前学習済みの YOLOX [4]を利用した

モデルであり, 動画物体検出タスクにおいて高い性能を示

している. そこで, YOLOV を物体予測検出用に修正する. 
具体的には過去 3 フレームを入力として, 正解を将来の 3
フレームの物体情報として学習させる. しかしながら, こ
の YOLOV は時系列情報を保持できないという問題点があ

る. そこで, 入力のフレーム間情報を取得するために動画

予測モデルである SimVP の構造を取り入れる. SimVP では

中間特徴量に対して, 複数の Inception モジュールを適応さ

せることにより入力フレームの時系列情報を保持する. 提
案する検出モデルの構造を図１に示す. 
 
 
 
 
 

 
図１. 提案する検出モデルの構造 

3 ．実験 
提案手法の有効性を検証するために実験を行った. デー

タセットは ImageNet VID [5]を用いる. ImageNet VID は動画

の物体検出用のデータセットであり, 訓練用として 3862 個

の動画, 検証用として555個の動画が用意されている. また, 
クラス数は 30 である. YOLOV では, パラメタ数によって, 
三つのモデル(YOLOV-S, YOLOV-L, YOLOV-X)が用意され

ており, それぞれについて SimVP を用いて時系列情報を含

めた場合との比較を行う. いずれのモデルについても 10 エ

ポック学習とする. 評価指標として, IOU の閾値を 50 とし

た AP50 を各クラスについて計算し, その mAP を用いた. 
表１に物体予測検出結果を示す. 表１から SimVP によって

時系列情報を保持したモデルの方が, 物体検出精度が向上

していることがわかる. 
表１. 物体予測検出結果 

モデル mAP 
YOLOV-S 68.2 

YOLOV-S + SimVP 68.5 
YOLOV-L 74.2 

YOLOV-L + SimVP 74.4 
YOLOV-X 73.8 

YOLOV-X + SimVP 73.9 
 

4 ．まとめ 
本稿では, YOLOV を用いた物体予測検出手法を提案した. 

SimVP を用いて時系列情報を保持させることで, 物体検出

精度が向上することを実験により確認した.  
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